
打ち消される典故

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
『
懐
風
藻
』
は
全
体
の
捌
首
の
う
ち
六
割
強

が
侍
宴
詩
で
あ
る
。
侍
宴
詩
の
構
成
は
、
（
一
）
主
催
者
を
た
た
え
催
宴

の
時
季
を
設
定
す
る
部
分
。
（
二
）
宴
席
の
事
物
の
描
写
の
部
分
。
（
三
）

（１）

作
者
の
詠
懐
（
讃
美
）
の
部
分
。
と
大
き
く
三
分
さ
れ
る
。
そ
の
詠
懐
部

に
は
典
故
を
持
っ
た
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
例
を
示
し
て
お
く
。

●

●

翻
知
玄
圃
近
翻
り
て
知
る
、
玄
圃
の
近
き
こ
と
を
。

対
翫
入
松
風
対
翫
す
、
松
に
入
る
風
。

（釦藤原史「遊吉野」）

吉
野
で
の
詩
宴
や
、
仙
女
で
あ
る
漆
姫
や
柘
媛
の
伝
説
を
語
り
、
吉
野

の
風
景
を
描
い
た
後
の
句
で
あ
る
。
「
か
え
っ
て
玄
圃
が
近
い
こ
と
を
知
っ

た
、
い
か
に
も
神
仙
の
住
む
ら
し
い
松
風
を
賞
翫
す
る
こ
と
だ
」
の
意
で

あ
る
。
こ
の
「
玄
圃
」
と
は
、
後
漢
・
張
衡
「
東
京
賦
」
全
文
選
』
巻
三
）

の
「
右
睨
玄
圃
」
の
李
善
注
に
「
懸
圃
在
罠
需
閻
閨
之
中
、
玄
与
懸
古
字

通
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
仙
の
住
む
と
い
う
嶌
需
山
中
に
あ
る
居
所
の
こ

と
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
典
故
と
し
な
が
ら
、
吉
野
が
「
玄
圃
」
に
近
い

神
仙
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
典
故
を
用
い
る

打
ち
消
さ
れ
る
典
故

特
集
・
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
ー
古
代
文
学
の
普
遍
と
固
有
Ｉ

Ｉ
懐
風
藻
の
〈
型
〉
Ｉ

こ
と
で
、
漢
文
世
界
の
聖
な
る
世
界
を
眼
前
の
宴
席
と
重
ね
合
わ
せ
て
い

く
の
が
基
本
的
な
形
で
あ
る
。

夢
裏
鉤
天
尚
易
涌
夢
裏
の
鉤
天
は
尚
涌
き
易
く
、

松
下
清
風
信
難
掛
松
下
の
清
風
は
信
に
爵
み
難
し
。

（〃紀古麻呂「望雪」）

「
夢
裏
鉤
天
」
は
、
六
朝
宋
・
顔
延
之
「
宋
郊
祀
歌
二
首
」
（
「
文
選
』

巻
二
十
七
）
の
「
広
楽
四
陳
」
の
李
善
注
に
あ
る
「
史
記
日
、
趙
簡
子
病
、

語
源
日
『
我
与
百
神
聰
於
鉤
天
広
楽
芙
』
」
を
典
故
と
す
る
表
現
で
、
趙

簡
子
が
夢
で
聴
い
た
と
い
う
天
上
の
音
楽
を
指
す
。
眼
前
の
宴
席
の
楽
の

す
ば
ら
し
さ
を
典
故
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
松
下
清
風
」
は
、
『
世

説
新
語
』
言
語
に
「
劉
尹
云
、
人
想
王
荊
産
佳
、
此
想
長
松
下
当
有
情
風

（２）

耳
」
を
踏
ま
え
た
表
現
と
思
わ
れ
、
王
荊
産
の
す
ぐ
れ
た
人
と
な
り
を
た

と
え
た
「
松
下
清
風
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
眼
前
の
景
物
の
す
ば
ら
し
さ

が
汲
み
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
典
故
を
持
つ
語
句
を
お
く
こ
と
で
、
眼
前
の
世
界
を
あ
た
か
も
典
故

の
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
言
い
換
え
れ
ば
、
中
国
の
一
世
界
で
あ
る

か
の
よ
う
に
作
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
典
故
と
い
う
〈
型
〉
の
表

現
効
果
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

太
田
善
之

詩
的
想
像
力

-６３-



特集・〈型〉のダイナミズム

一
方
、
『
懐
風
藻
』
に
は
典
故
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
中
国
の
聖
な
る
世
界

を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
も
、
そ
の
不
要
を
語
る
詩
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

群
公
倒
載
帰
群
公
倒
に
載
せ
て
帰
る

彰
沢
宴
誰
論
該
淵
刎
劃
誰
か
論
ら
は
む
。

（４大津皇子「春苑言宴」）

た
と
え
ば
４
詩
に
は
「
彰
沢
の
宴
誰
か
論
ら
は
む
」
と
あ
る
が
、
「
彰
沢
」

は
、
初
唐
・
王
勃
の
春
日
序
に
も
「
横
琴
対
酒
、
陶
潜
彰
沢
之
遊
」
と
見
ら

れ
、
彰
沢
の
役
人
に
な
っ
た
陶
淵
明
の
こ
と
で
、
そ
の
宴
席
を
典
故
と
し
つ

つ
も
、
「
誰
か
論
ら
は
む
」
と
い
う
こ
と
で
、
眼
前
の
宴
席
が
典
故
と
な
る

宴
席
を
超
え
た
す
ば
ら
し
さ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
典
故
の
世
界
の
不
要

を
語
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
典
故
は
、
理
想
的
存
在
と
し
て
の
大
き
さ
を

前
提
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
眼
前
の
宴
席
の
す
ば
ら
し
さ
を
語
る
た

め
に
打
ち
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
詩
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

安
得
王
喬
道
安
ん
ぞ
王
喬
が
道
を
得
て
、

控
鶴
入
蓬
瀕
鶴
を
控
き
て
蓬
減
に
入
ら
む
や
。

（３）

（
Ⅱ
葛
野
王
「
遊
龍
門
山
」
）

各
得
朝
野
趣
各
朝
野
の
趣
を
得
た
り
。

莫
論
禁
桂
期
鑿
桂
の
期
を
論
ら
ふ
こ
と
莫
れ
。

（田中臣大島「山斎」）

今
日
良
酔
徳
今
日
良
く
徳
に
酔
ひ
ぬ
。

誰
言
湛
露
恩
誰
か
言
は
む
湛
露
の
恩
。

（
岨
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」
）

幸
陪
瀕
洲
趣
幸
に
漏
洲
の
趣
に
陪
り
っ
。

誰
論
上
林
篇
誰
か
論
は
む
上
林
の
篇
。

（
別
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」
）

今
日
足
忘
徳
今
日
徳
を
忘
る
る
に
足
れ
り
。

勿
言
唐
帝
民
言
ふ
こ
と
勿
れ
唐
帝
の
民
。

（判石川石足「春苑応詔」）

此
地
即
方
丈
此
れ
の
地
は
即
ち
方
丈
。

誰
説
桃
源
賓
誰
か
説
は
む
洲
淵
刎
貿
。（妬中臣人足「遊吉野宮」）

舷
時
尽
清
素
鼓
の
時
尽
く
清
素
。

何
用
子
雲
玄
何
ぞ
用
ゐ
む
引
詞
鯏
詞
。（糾刀利宣令「賀五八年」）

此
地
仙
霊
宅
此
れ
の
地
は
仙
霊
の
宅
・

何
須
燗
射
愉
何
ぞ
須
ゐ
む
燗
馴
馴
伺
。（門紀男人「雇従吉野宮」）

琴
樽
興
未
已
琴
樽
の
興
未
だ
已
ま
ず
。

誰
載
習
池
車
誰
か
載
せ
む
習
池
の
車
。

（
布
百
済
和
麻
呂
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
謙
」
）

幸
陪
濫
吹
席
幸
に
濫
吹
の
席
に
陪
り
て
、

還
笑
撃
壌
民
還
り
て
笑
ふ
撃
壌
の
民
。

（氾守部大隅「侍宴」）

遼
遊
已
得
筆
龍
鳳
遼
遊
已
に
龍
鳳
に
琴
づ
る
こ
と
得
た
り
、

大
隠
何
用
筧
仙
場
大
隠
何
ぞ
用
ゐ
む
仙
場
を
筧
め
む
こ
と
を
。

（
帥
藤
原
宇
合
「
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
」
）

誰
謂
燗
馴
調
誰
か
謂
は
む
嫡
射
刎
詞
。

駐
躁
望
仙
宮
鐸
を
駐
む
望
仙
宮
。（Ⅲ高向諸足「従駕吉野宮」）

し
ゆ
う
し

已
応
粂
斯
徴
已
に
金
斯
の
徴
に
応
へ
ぬ
。

-６４-



打ち消される典故

何
須
鬮
対
刻
何
ぞ
須
ゐ
む
対
封
劃
鬮
訓
矧
削
剴
判
劉
。

（
川
伊
岐
古
麻
呂
「
賀
五
八
宴
」
）

一
読
し
て
わ
か
る
こ
と
は
「
誰
言
（
論
）
」
な
ど
と
す
る
こ
と
で
、
そ

の
典
故
を
見
せ
つ
つ
、
眼
前
の
宴
席
の
す
ば
ら
し
さ
を
称
揚
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
数
は
陞
例
で
あ
り
、
『
懐
風
藻
』
の
侍
宴
詩
の
中
で
も

無
視
で
き
な
い
表
現
形
式
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

旧
詩
で
は
、
「
山
斎
」
に
則
っ
た
風
物
が
語
ら
れ
、
そ
こ
に
侍
す
る
各
々

が
充
分
に
「
朝
野
の
趣
」
を
得
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
も
は

や
「
肇
桂
の
期
」
な
ど
は
不
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
鑿
桂
」
と
は
、

小
島
大
系
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
隠
士
と
し
て
山
野
に
入
る
こ
と
を
指

（４）す
。
こ
れ
も
ま
た
、
眼
前
の
趣
を
讃
め
る
べ
く
、
典
故
の
世
界
が
比
較
の

対
象
と
さ
れ
、
打
ち
消
さ
れ
て
い
る
。

⑲
詩
は
、
「
今
日
良
く
徳
に
酔
ひ
ぬ
。
誰
か
言
は
む
湛
露
の
恩
」
と
あ

る
が
、
「
徳
に
酔
ふ
」
と
は
、
「
詩
経
」
大
雅
「
既
酔
」
の
「
既
酔
以
酒
、

既
飲
以
徳
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
天
子
の
御
宴
で
存
分
に
天
子
の
徳
を

味
わ
っ
た
の
意
で
あ
る
。
「
湛
露
」
と
は
『
詩
経
』
小
雅
「
湛
露
」
の
「
湛
々

露
斯
、
匪
陽
不
啼
。
厭
厭
夜
飲
、
不
酔
無
帰
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
天

子
の
恩
恵
の
た
と
え
と
な
る
。
本
藻
に
も
当
該
詩
の
ほ
か
に
２
例
見
ら
れ

（
偲
・
弱
）
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
典
故
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
そ
の
著
名
な

典
故
を
用
い
つ
つ
も
、
眼
前
の
賞
美
の
た
め
に
打
ち
消
さ
れ
て
い
る
。

『
懐
風
藻
』
詩
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
説
明
を
加
え

れ
ば
、
妬
「
桃
源
の
賓
」
が
あ
る
。
「
桃
源
」
は
舵
に
も
見
え
、
晋
・
陶

淵
明
「
桃
花
源
記
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「
桃
源
の
賓
」
と
は
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
仙
境
に
遊
ぶ
賓
客
の
こ
と
で
あ
る
。
妬
詩
で
は
、
そ
の
直
前
に

「
此
れ
の
地
は
即
ち
方
丈
」
と
あ
る
。
「
方
丈
」
と
は
、
中
国
で
、
東
方
海

上
に
あ
っ
て
神
仙
が
住
む
と
さ
れ
た
伝
説
上
の
山
で
、
こ
の
場
が
す
で
に

神
仙
世
界
で
あ
る
と
述
べ
た
句
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
誰
か
説
は
む

桃
源
の
賓
」
と
、
典
故
を
打
ち
消
し
て
、
桃
源
郷
を
超
え
た
神
仙
世
界
が

こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

門
・
伽
に
は
「
姑
射
」
が
呼
び
出
さ
れ
つ
つ
、
打
ち
消
さ
れ
て
い
る
。

「
姑
射
」
は
、
『
荘
子
」
道
遙
遊
の
「
貌
姑
射
之
山
有
神
人
居
焉
」
を
踏
ま

え
た
、
仙
人
の
住
む
と
い
う
山
。
沼
・
川
詩
は
共
に
吉
野
宮
に
従
駕
し
た

際
の
詩
で
、
吉
野
を
詠
ん
だ
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
吉
野
を
神
仙

世
界
と
見
な
す
詩
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
此
れ
の
地
は
仙
霊
の
宅
」
（
門
）
、
「
鐸

を
駐
む
望
仙
宮
」
（
Ⅲ
）
と
ま
と
め
、
さ
ら
に
典
故
の
あ
る
「
姑
射
」
の

語
を
見
せ
つ
つ
「
何
ぞ
須
ゐ
む
」
（
門
）
、
「
誰
か
謂
は
む
」
（
Ⅲ
）
と
打
ち

消
す
こ
と
で
、
姑
射
山
以
上
の
神
仙
世
界
が
こ
こ
に
あ
る
と
語
る
。

こ
れ
ら
陞
例
を
、
不
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
ご
と
に
分
類
す
れ
ば
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

ａ
神
仙
関
連
・
…
：
ｕ
・
妬
・
例
・
沼
・
卯
・
叩
・
川

ｂ
中
国
の
聖
代
。
：
．
：
四
・
側
・
耐

Ｃ
中
国
の
宴
席
…
…
４
．
別
・
布

．
山
中
で
の
遊
び
（
官
吏
登
用
試
験
）
…
…
焔

こ
の
よ
う
に
、
『
懐
風
藻
』
に
は
、
典
故
の
世
界
を
打
ち
消
す
た
め
に

あ
え
て
典
故
を
用
い
た
例
が
定
着
し
て
い
る
。
語
義
矛
盾
の
よ
う
だ
が
、

「
打
ち
消
さ
れ
る
典
故
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
中

国
と
の
彼
我
で
考
え
れ
ば
、
こ
ち
ら
側
の
優
位
を
語
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
中
国
の
典
故
の
世
界
を
超
え
た
も
の
と
し
て
我
が
朝
の
事

跡
を
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

- ６５ -
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先
に
見
た
、
典
故
を
打
ち
消
す
詠
懐
部
は
、
各
詩
の
内
部
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
整
合
性
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

各
詩
の
宴
席
の
描
写
部
を
並
べ
て
み
る
。

これらのいくつかには、「鳥」が見られ（４「時鳥」・加「繍翼」・

棚
「
戯
鳥
」
・
妬
「
烏
」
）
、
「
魚
」
が
対
に
な
る
も
の
も
あ
る
（
別
「
錦
鱗
」
・

妬
「
魚
」
）
。
こ
の
「
烏
ｌ
魚
」
の
対
は
、
「
文
選
」
公
諜
詩
の
初
め
に
お

か
れ
た
魏
・
曹
植
の
詩
に
見
え
、
実
在
し
た
小
動
物
で
あ
る
よ
り
は
、
「
祝

祭
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
」
景
物
と
し
て
お
か
れ
て

（５）

い
る
と
さ
れ
る
。

また、「苔水ｌ霞峰」（４）、「雲岸ｌ霧浦」（過）、「山ｌ水」（的）、

「
登
望
ｌ
降
臨
」
（
別
）
、
「
培
地
ｌ
禁
苑
」
（
棚
）
「
清
ｌ
岳
」
（
“
）
、
「
峰

巌
ｌ
泉
石
」
（
門
）
、
「
雪
嶺
ｌ
氷
津
」
（
泥
）
の
山
水
の
対
は
ほ
か
の
懐
風

藻
詩
に
も
見
ら
れ
る
基
本
的
な
形
で
あ
り
、
こ
の
詠
懐
部
を
導
く
根
拠
と

し
て
の
蓋
然
性
は
低
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
宴
席
の
場
に
あ
ら
わ
れ
た
音

（
声
）
の
描
写
（
４
「
驚
波
共
弦
響
、
暁
鳥
與
風
聞
」
、
田
「
寒
猿
輔
、
施
声
」
、

的
「
松
風
催
雅
曲
、
鴬
瞬
添
談
論
」
、
別
「
糸
竹
」
、
柵
「
歌
声
」
、
妬
「
風

波
転
入
曲
」
、
肌
「
弾
琴
、
柘
歌
」
）
も
宴
席
に
お
け
る
楽
や
歌
と
、
自
然

音
が
調
和
し
た
姿
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
侍
宴
詩
全
般
に
見

ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
詩
の
描
写
部
は
、
漢
詩
一

般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
し
た
る
特
徴
は
な
い
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
描
写
部
は
、
先
に
挙
げ
た
特
殊
な
詠
懐
部
を
支
え

る
根
拠
と
は
な
り
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
詩

の
描
写
部
の
平
凡
さ
と
類
型
性
と
は
、
漢
詩
世
界
へ
の
親
和
と
所
属
を
明

Ⅱ■■■■■■■

■■■■■■

こ
の
よ
う
な
、
典
故
と
し
て
聖
な
る
世
界
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
打

ち
消
す
詩
は
、
中
国
に
お
い
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
ら
か
じ
め
結
論
め

い
た
も
の
を
述
べ
て
お
け
ば
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
極
め
て
少
な

く
、
偏
り
が
あ
る
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
不
充
分
な
検
討
な
が

ら
も
、
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
懐
風
藻
詩
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
『
文
選
』
「
公
讓
」
（
巻

二
十
）
を
見
て
い
く
。
魏
・
曹
植
を
は
じ
め
と
し
て
梁
・
沈
約
ま
で
の
陞

首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
聖
な
る
世
界
を
引
き
合
い
に
出
し

つ
つ
そ
れ
を
超
え
る
眼
前
の
世
界
を
描
い
た
も
の
に
は
、
六
朝
宋
・
顔
延

之
「
皇
太
子
釈
莫
会
作
詩
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

く
ら

く
ら

倫
周
伍
漢
周
に
倫
べ
漢
に
伍
ぶ
る
も
、

確
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
続
く
詠
懐
部
の
根
拠
な
の
で
は

な
い
か
。
漢
化
さ
れ
た
景
物
の
描
写
部
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
続
く
詠
懐
部

も
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
特
殊
で
あ
ろ
う
と
も
、
漢
詩
世
界
へ
の
所

属
を
示
し
う
る
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
よ
う
な
逆
立
の
構
造
の
な
か
に
、

描
写
部
は
詠
懐
部
を
支
え
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
「
典
故
」
と
は
、

漢
詩
世
界
の
最
も
規
範
的
な
ル
ー
ル
で
あ
る
。
そ
れ
を
用
い
た
詠
懐
部
も

ま
た
、
漢
詩
世
界
へ
の
親
和
と
所
属
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
懐
風

藻
の
詩
人
た
ち
は
、
そ
の
ル
ー
ル
に
則
り
、
漢
詩
世
界
へ
の
親
和
と
所
属

を
示
し
つ
つ
も
、
眼
前
の
宴
席
を
讃
め
る
と
い
う
主
題
の
た
め
に
、
あ
え

て
そ
れ
を
打
ち
消
す
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
チ
ッ
ク
な
世
界
を
作
っ
た
。
類

型
的
な
描
写
部
の
あ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
詠
懐
部
の
特
殊
さ
が
浮
き
上

が
っ
て
く
る
。

三
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は

る

う

る

は

超
哉
遡
掎
超
と
し
て
、
遡
か
に
掎
し
。

か
つ
て
周
の
文
王
は
太
子
と
し
て
よ
く
輔
佐
し
た
が
、
儒
教
の
師
に
導

か
れ
た
今
の
宋
の
太
子
も
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
に
足
る
聡
明
さ
で
、
遥
か
な

周
の
聖
代
を
今
に
現
す
こ
と
が
で
き
る
。
厳
か
に
お
こ
な
わ
れ
た
釈
糞
の

儀
の
後
、
盛
大
に
宴
が
お
こ
な
わ
れ
、
人
々
は
そ
れ
を
見
よ
う
と
集
ま
っ

てくる。
そ
の
様
に
続
い
て
語
ら
れ
る
の
が
、
先
の
引
用
部
で
、
今
の
時
代
が
周

や
漢
と
い
う
古
の
聖
代
と
比
べ
て
、
は
る
か
に
ま
さ
っ
て
い
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
本
詩
は
、
続
け
て
、
太
陽
が
万
物
を
照
ら
し
、
そ
の
恵
み
を
受

け
る
よ
う
に
太
子
の
有
徳
の
様
を
述
べ
つ
つ
、
自
ら
が
不
才
な
ま
ま
高
位

に
あ
る
こ
と
を
恥
じ
て
結
ぶ
。
う
た
い
収
め
の
不
才
を
恥
じ
る
箇
所
は
よ

く
見
ら
れ
る
詩
の
末
尾
だ
が
、
周
や
漢
と
い
っ
た
聖
な
る
時
代
を
話
題
に

し
つ
つ
も
、
現
在
の
ほ
う
が
す
ば
ら
し
い
と
す
る
の
は
「
公
讓
」
詩
に
お

い
て
こ
の
一
首
で
あ
る
。

た
だ
、
同
じ
顔
延
之
の
「
応
詔
謙
曲
水
作
詩
」
に
も
、
次
の
句
が
あ
る
。

仁
固
開
周
仁
は
固
く
し
て
周
を
開
き

義
高
登
漢
。
義
は
高
く
し
て
漢
に
登
る
。

なが

詐
融
世
哲
酢
は
世
哲
よ
り
も
融
く
か
が
や

業
光
列
聖
業
は
列
聖
よ
り
も
光
く
。

六
朝
の
宋
は
道
に
従
っ
て
晋
を
継
い
だ
（
道
隠
未
形
、
治
彰
既
乱
）
。

し
た
が
っ
て
、
三
皇
五
帝
の
如
き
治
世
と
な
っ
て
い
る
（
帝
迩
懸
衡
、
皇

流
共
貫
）
。
だ
か
ら
宋
の
治
世
は
長
く
久
し
い
（
惟
王
創
物
、
永
錫
洪
算
）
。

こ
こ
に
続
け
て
、
先
の
詩
句
が
あ
る
。
こ
の
「
仁
」
「
義
」
は
、
宋
の
「
仁
」

「
義
」
を
指
し
、
そ
れ
を
周
や
漢
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
「
そ
の
福
徳
や

徳
業
は
、
代
々
の
聖
哲
な
る
王
（
天
子
）
よ
り
も
ま
さ
り
か
が
や
く
」
（
新

釈
漢
文
大
系
に
よ
る
）
の
で
あ
る
。
新
釈
漢
文
大
系
で
は
、
こ
の
よ
う
に

「
よ
り
も
」
と
訓
ん
で
い
て
、
宋
の
文
帝
の
行
い
が
古
の
聖
天
子
た
ち
よ

り
も
上
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
先
の
釈
莫
詩
と
同
想
で
あ
れ
ば
正
し

い
が
、
こ
の
詩
の
中
で
は
直
前
の
周
や
漢
と
重
ね
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、

「
世
哲
に
融
く
」
「
列
聖
に
光
く
」
と
訓
ん
で
、
周
や
漢
と
等
し
い
と
理
解

し
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。

「
公
談
」
の
初
め
に
置
か
れ
、
後
の
宴
詩
の
基
本
と
さ
れ
た
曹
植
ら
建

安
の
詩
人
た
ち
の
詩
は
、
客
と
し
て
そ
の
宴
席
を
こ
と
ほ
ぐ
中
に
、
祝
意

（６）

を
含
ん
だ
景
物
を
見
い
だ
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
晋
・
陸
機

ら
に
よ
る
四
言
詩
は
主
人
よ
り
も
晋
と
い
う
王
朝
そ
の
も
の
を
た
た
え
る

形
が
目
立
ち
、
そ
の
讃
美
の
表
現
も
、
具
体
的
な
景
物
に
頼
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
今
見
た
顔
延
之
の
詩
も
全
体
の
趣
と
し
て
は
晋
代
の
詩
に
似

て
い
て
、
や
や
抽
象
的
な
讃
辞
が
多
い
。
そ
の
中
に
、
一
首
だ
け
が
、
歴

代
の
聖
朝
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
現
在
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
と
詠
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
南
北
に
王
朝
が
分
か
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
と
も

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
「
懐
風
藻
」
詩
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
翰
林
学

（７）

士
集
』
が
あ
る
。
唐
・
太
宗
の
末
年
（
六
四
八
）
頃
ま
で
の
詩
を
載
せ
た

も
の
で
、
別
首
の
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
、
今

問
題
と
し
て
い
る
聖
な
る
時
代
を
典
故
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
つ
打
ち

消
す
よ
う
な
表
現
は
見
あ
た
ら
な
い
。

次
に
、
「
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
」
に
も
と
づ
い
て
、
懐
風
藻
詩
に
見

ら
れ
た
先
の
表
現
に
似
た
表
現
を
探
っ
て
み
た
。

．
「
誰
論
」
：
．
…
８
例
．
「
誰
謂
」
．
：
：
．
釣
例

。
「
誰
言
」
…
…
別
例
．
「
誰
云
」
．
．
…
・
別
例
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．
「
何
論
」
．
：
…
３
例
．
「
何
謂
」
…
．
：
３
例

．
「
何
言
」
：
…
・
妬
例
．
「
何
云
」
…
。
：
２
例

．「何須」・…：岨例

計
燗
例
の
う
ち
、
こ
の
場
に
は
充
分
満
ち
て
い
る
の
で
、
も
は
や
典
故

（８）

の
世
界
が
不
要
で
あ
る
と
語
る
も
の
は
、
８
首
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
中
に
は
神
仙
世
界
に
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
。

桂
棹
梁
業
船
。
桂
の
棹
梁
菓
の
船
。

瓢
揚
横
大
川
。
瓢
揚
が
り
て
大
川
に
横
た
ふ
。

映
巌
沈
水
底
。
映
巌
水
底
に
沈
み
、

激
浪
起
雲
辺
。
激
浪
雲
辺
に
起
つ
・ひら

廻
岸
高
花
発
。
岸
を
廻
り
て
高
花
発
き
、

春
塘
細
柳
懸
。
春
塘
細
柳
懸
く
。

陪
歌
承
容
賞
。
歌
に
陪
し
て
春
賞
を
承
け
、

こ
ざ
け

接
酷
侍
恩
筵
。
酷
を
接
ぎ
て
恩
筵
に
侍
す
。

誰
云
李
与
郭
。
誰
か
云
は
ん
李
と
郭
と
。

独
得
似
神
仙
。
独
り
神
仙
に
似
る
を
得
た
り
。

（
梁
・
鹿
肩
吾
「
奉
和
乏
舟
漢
水
往
万
山
応
教
詩
」
）

崖
高
山
に
は
え
る
と
い
う
梁
菓
で
出
来
た
船
に
桂
の
棹
を
さ
し
、
風
の

ひ
る
が
え
る
中
漢
水
に
船
を
浮
か
べ
る
。
周
囲
の
巌
は
水
底
に
沈
ん
だ
よ

う
に
映
り
、
激
し
い
波
は
水
面
に
映
る
雲
と
ま
が
う
。
岸
辺
に
は
春
の
花

が
咲
き
、
堤
で
は
柳
が
垂
れ
て
い
る
。
歌
席
に
侍
っ
て
太
子
の
す
ぐ
れ
た

恩
恵
を
受
け
、
酒
を
飲
ん
で
こ
の
宴
席
に
侍
る
。
今
さ
ら
李
や
郭
の
こ
と

を
誰
が
口
に
し
よ
う
か
、
も
は
や
そ
の
必
要
な
ど
な
く
、
一
人
神
仙
の
趣

を得た。
こ
の
詩
で
は
、
太
子
の
恩
恵
を
受
け
、
風
物
に
よ
っ
て
存
分
に
神
仙
の

趣
を
得
た
こ
と
を
、
「
李
」
「
郭
」
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
語
っ
て
い
る
。

「
郭
」
は
、
『
文
選
』
に
「
瀞
仙
詩
」
が
載
り
、
「
神
仙
伝
」
に
も
そ
の
名

の
見
え
る
郭
漢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
李
」
に
つ
い
て
は
、
「
神
仙
伝
』
に

李
八
百
・
李
阿
・
李
仲
甫
・
李
意
期
・
李
常
在
・
李
少
君
・
李
修
・
李
根

の
八
名
が
挙
が
る
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
決
め
が
た
い
が
、
朝
廷
に
仕

え
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
漢
の
武
帝
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
李
少
君
の
こ
と（ｇ）

か
と
思
わ
れ
る
。
巌
と
激
し
い
流
れ
の
景
は
神
仙
世
界
の
そ
れ
で
あ
り
、

そ
の
風
趣
が
こ
の
場
に
は
満
ち
て
い
る
の
で
、
本
当
に
神
仙
に
な
っ
た
李

や
郭
の
こ
と
な
ど
不
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
北
周
・
庚
信
の
「
暮
秋
野
興
賦
得
傾
壺
酒
詩
」
に
は
、
か
つ
て

劉
伶
は
竹
林
で
酒
を
飲
み
、
諮
康
は
琴
を
弾
こ
う
と
し
た
（
「
劉
伶
正
捉
酒
。

中
散
欲
弾
琴
」
）
と
い
う
詩
句
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

但
使
逢
秋
菊
。
但
だ
秋
菊
に
逢
は
し
む
れ
ば
、

も
ち

何
須
就
竹
林
。
何
ぞ
須
ゐ
む
竹
林
に
就
く
こ
と
を
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
竹
林
の
風
趣
は
こ
こ
に
充
分
に
あ
る
と
い
う
の

である。
ま
た
、
階
・
孔
徳
紹
の
「
南
隠
遊
泉
山
詩
」
に
は
、
「
ど
う
し
て
方
士

に
尋
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
が
ま
さ
に
演
洲
で
あ
る
（
何
須
問
方

士
。
此
処
即
演
洲
と
と
あ
り
、
懐
風
藻
妬
詩
「
此
地
即
方
丈
。
誰
説
桃

源
賓
」
・
乃
詩
「
此
地
仙
霊
宅
。
何
須
姑
射
倫
」
へ
の
直
接
的
影
響
を
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
詩
の
表
現
は
、
神
仙
世
界
が
基
本
的
に
到
達
不
可
能
な
聖
な

る
世
界
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら
側
の
世

界
に
あ
り
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

神
仙
世
界
の
到
達
不
可
能
性
が
、
逆
に
今
こ
こ
に
充
分
満
ち
て
い
る
と
い
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う
讃
め
の
表
現
を
導
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
神
仙
世
界
を
典
拠
と
し
つ
つ
も
不
要
を
語
る
も
の
は
、

今
話
題
と
し
て
い
る
懐
風
藻
詩
に
も
最
も
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

（旧）

後
代
の
詩
集
に
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
中
国
詩
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
る
。

定
知
丹
甑
出
。
定
め
て
知
る
丹
甑
の
出
づ
る
こ
と
を
。

何
須
銅
雀
鳴
。
何
ぞ
須
ゐ
む
銅
雀
の
鳴
く
こ
と
を
。

「
丹
甑
」
と
は
豊
年
に
出
る
と
さ
れ
る
奇
瑞
で
、
「
銅
雀
」
と
は
鳳
凰
の

こ
と
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
は
奇
瑞
が
出
る
の
で
、
も
は
や
鳳
凰
な
ど
と
い

う
奇
瑞
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
斉
・
魏
収
「
喜

雨
詩
」
の
末
尾
で
、
珠
玉
の
よ
う
な
雨
が
つ
い
に
降
り
（
滴
下
如
珠
落
）
、

気
の
調
和
が
語
ら
れ
る
（
気
調
登
万
里
。
年
和
欣
百
霊
）
。
そ
こ
に
続
く

の
が
先
に
引
用
し
た
箇
所
で
、
こ
こ
で
は
、
雨
が
降
る
と
い
う
こ
と
こ
そ

が
最
も
大
き
な
奇
瑞
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
鳳
凰
の
不
要
を
語
る
の
で
あ

る
。
同
じ
く
「
喜
雨
詩
」
で
は
、
宋
・
飽
照
に
も
「
尭
の
君
た
る
に
謝
す

る
無
く
、
何
ぞ
用
ゐ
む
柏
皇
を
知
る
こ
と
を
（
無
謝
尭
為
君
。
何
用
知
柏

皇
）
」
と
あ
る
。
詩
想
は
同
様
で
、
雨
を
得
た
今
は
、
も
は
や
聖
天
子
た

る
尭
が
君
主
で
あ
る
必
要
も
な
く
、
上
古
の
帝
王
た
る
柏
皇
（
Ⅱ
漢
の
武

帝
）
も
不
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
は
、
「
何
用
白
龍
栄
」
（
晋
・
楊
義
）
、
「
何
用
甘

泉
側
」
（
斉
・
謝
眺
）
、
「
何
須
銅
雀
台
」
（
梁
・
呉
均
）
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
「
自
足
方
寸
裏
」
、
「
伊
我
歓
既
同
」
、
「
但
令

寸
心
是
」
と
直
前
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
心
の
内
側
の
問
題
と
し
て
留

保
を
付
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
先
に
見
た
懐
風
藻
詩
の
詠
懐
部

と
ま
っ
た
く
同
じ
典
故
の
用
い
方
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

以
上
の
よ
う
に
中
国
詩
を
概
観
し
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に

なる。１、
神
仙
世
界
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
そ
の
不
要
を
語
る
形
式
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
る
。

２
、
雨
を
奇
瑞
と
捉
え
る
特
殊
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
今
こ
こ
が
古

を
超
え
た
聖
代
で
あ
る
と
す
る
表
現
が
あ
る
。

３
、
典
故
を
打
ち
消
す
に
あ
た
っ
て
、
留
保
を
つ
け
る
。

こ
こ
か
ら
翻
っ
て
懐
風
藻
詩
と
の
関
連
を
見
れ
ば
、
神
仙
世
界
の
不
要

を
述
べ
る
表
現
は
、
中
国
詩
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し

か
し
、
宴
席
に
お
い
て
、
特
に
奇
瑞
も
な
い
ま
ま
に
聖
天
子
の
世
の
不
要

を
語
る
も
の
は
懐
風
藻
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

懐
風
藻
侍
宴
詩
の
詠
懐
部
に
は
、
「
打
ち
消
さ
れ
る
典
故
」
と
も
呼
ぶ

べ
き
独
自
の
〈
型
〉
が
見
ら
れ
る
。
あ
え
て
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
今

こ
こ
に
は
充
分
に
満
ち
て
い
る
た
め
に
も
は
や
不
要
で
あ
る
と
語
る
も
の

で
あ
る
。
「
典
故
」
と
い
う
詩
の
〈
型
〉
に
則
り
、
漢
詩
文
の
世
界
に
所

属
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
世
界
の
構
造
を
破
壊
し
て
い
る
。

先
に
中
国
詩
に
見
た
よ
う
に
、
神
仙
世
界
が
到
達
不
可
能
性
を
抱
え
る
が

ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
と
は
、
神
仙
関
連
に

と
ど
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
聖
天
子
の
時
代
を
、
今
こ
こ
が
凌
駕
す
る
と

い
う
讃
め
の
〈
型
〉
の
中
に
も
同
様
に
、
到
達
不
可
能
性
の
問
題
を
見
る

べ
き
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
聖
天
子
の
時
代
の
も
つ
聖
性
へ
到
達
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
〈
型
〉
を
持
っ
た

の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
逆
説
の
中
に
こ
そ
、
「
打
ち
消
さ
れ
る
典
故
」

四

-６９-



特集・〈型〉のダイナミズム

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
典
故
と
い
う
〈
型
〉
の
持
つ
強
度
を
絶

（Ⅲ）

対
的
に
信
頼
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
。

漢
詩
文
の
世
界
の
持
つ
普
遍
性
や
世
界
性
と
は
、
け
っ
し
て
均
質
な
世

界
で
は
な
い
。
懐
風
藻
の
作
る
〈
型
〉
の
い
び
つ
さ
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
る
。
列
島
と
い
う
漢
詩
世
界
内
の
外
延
部
に
お
い
て
作
ら
れ
る
詩
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
の
抱
え
た
本
質
的
な
影
な
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
呉
哲
男
「
懐
風
藻
に
み
る
『
風
景
」
の
成
立
」
二
懐
風
藻
」
笠
間

書
院
二
○
○
○
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
波
戸
岡
旭
は
、
１
天
子
讃
徳
、

２
景
物
描
写
、
３
宴
会
描
写
、
４
詠
懐
に
四
分
す
る
（
「
侍
宴
詩
考
」

『
上
代
漢
詩
文
と
中
国
文
学
」
笠
間
書
院
一
九
八
九
年
）
。

（
２
）
林
新
注
の
指
摘
に
拠
る
。

（
３
）
小
島
大
系
で
は
「
安
（
い
づ
く
）
に
か
」
と
訓
読
す
る
が
、
林
新

（
８
）
梁
・
庚
肩
吾
「
奉
和
迂
舟
漢
水
往
万
山
応
教
詩
」
、
北
周
・
庚
信
「
暮

秋
野
興
賦
得
傾
壺
酒
詩
」
、
階
・
孔
徳
紹
「
南
隠
遊
泉
山
詩
」
、
北
斉
・

魏
収
「
喜
雨
詩
」
、
宋
・
鞄
照
「
喜
雨
詩
」
、
晋
・
楊
義
「
許
玉
斧
作
」
、

斉
・
謝
眺
「
和
沈
祭
酒
行
園
詩
」
、
梁
・
呉
均
「
贈
別
新
林
詩
」

（
６
）
注
（
５
）
の
川
合
論
す

（
７
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本

（
塙
書
房
一
九
六
五
年
）

（
４
）
大
系
以
前
の
諸
注
釈
は
「
鑿
桂
」
を
官
吏
登
用
試
験
と
し
て
い
る

が
、
小
島
大
系
は
、
『
文
選
」
招
隠
詩
に
も
と
づ
い
て
、
文
字
ど
お
り
「
山

中
で
の
遊
び
」
と
解
す
る
。
本
稿
で
論
じ
る
よ
う
に
、
同
類
の
典
故

を
踏
ま
え
て
打
ち
消
す
と
い
う
構
造
か
ら
も
、
大
系
説
を
支
持
す
る
。

（
５
）
川
合
康
三
「
う
た
げ
の
う
た
」
（
『
中
国
文
学
報
脇
」
一
九
九

六年十月）

小
島
大
系
で
は

注
な
ど
に
拠
る
。の

川
合
論
文
に
同
じ
。

『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学

下
」
第
六
篇
第
一
章

（
９
）
拙
稿
「
恭
仁
京
讃
歌
ｌ
福
麻
呂
歌
集
歌
と
懐
風
藻
詩
と
の
交
流
ｌ
」

（
『
上
代
文
学
」
第
八
十
一
号
平
成
十
年
十
一
月
）

（
蛆
）
一
文
華
秀
麗
集
」
に
は
次
の
よ
う
な
詩
句
が
あ
る
。

い
た
つ

「
何
ぞ
労
か
む
、
整
駕
し
て
瑠
池
に
向
か
は
む
こ
と
を
（
何
労
整
駕

向
瑠
池
）
」
（
ｕ
淳
和
天
皇
「
秋
日
冷
然
院
新
林
池
」
）
、
「
密
に
登
り

て
何
ぞ
近
づ
か
む
白
雲
の
天
（
登
雷
何
近
白
雲
天
）
」
（
過
朝
野
鹿
取

「
秋
山
作
」
）
な
お
、
こ
の
形
式
の
淵
源
と
し
て
、
郭
瑛
の
「
瀞
仙
詩
」

に
、
こ
の
形
式
と
と
れ
る
も
の
が
あ
る
。
（
宇
野
直
人
・
江
原
正
士
『
漢

詩
を
読
む
①
』
平
凡
社
二
○
一
○
年
）
の
指
摘
に
よ
る
。

（
Ⅱ
）
金
文
京
は
「
漢
文
」
世
界
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
差
異
や
変
化
を

許
容
す
る
世
界
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
二
漢
文
と
東
ア
ジ
ア
」

岩
波
新
書
二
○
一
○
年
八
月
）
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